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国産ホールスラスタを用いた地球－火星間輸送
ミッションの航行期間に対する運転モード及び

地球脱出C3についての解析

静岡大学大学院 牧 麦 殿

あなたはJAXA宇宙科学研究所主催の平成30年
度宇宙輸送シンポジウム(非化学推進)におい
て優秀な成績を収められました。
よってここにその栄誉を称え
るとともに、今後のさらなる
飛躍を期待します。
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